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福祉だより

　

江
差
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
会
長 

小
笠
原 

求
）
が
平
成

三
十
年
六
月
十
九
日
、
第
四
十
五
回
江
差
町
老
人
ス
ポ
ー
ツ

大
会
・
第
二
十
七
回
シ
ル
バ
ー
パ
ワ
ー
大
演
芸
を
江
差
町
文

化
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

午
前
は
、
功
労
者
表
彰
式
の
後
、「
あ
お
げ
ば
早
し
」「
紅

白
玉
入
れ
」
な
ど
の
競
技
に
汗
を
流
し
、
午
後
は
、
北
海
道

函
館
方
面
江
差
警
察
署 

梶
澤 

智
博
生
活
安
全
係
長
様
の
講
話

の
後
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
赤
い
靴
の
皆
様
に
よ
る

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を
皮
切
り
に
会
員
の
歌
や
踊
り
が
披
露
さ

れ
、
最
後
は
恒
例
の
「
千
恵
っ
子
よ
さ
れ
」
で
締
め
く
く
ら

れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
功
労
表
彰
名
簿
別
頁
）

　

江
差
町
町
内
会
連
合
会
（
会
長 

室
井 

常
雄
）
が
、
平

成
三
十
年
度
第
八
回
会
員
交
流
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
を
、

平
成
三
十
年
六
月
二
十
三
日
、
江
差
町
運
動
公
園
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

九
町
内
会
三
十
五
名
が
参
加
し
、
手
入
れ
の
行
き
届
い

た
コ
ー
ス
で
腕
を
競
い
ま
し
た
。　
　
　
（
成
績
表
別
頁
）



　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
「
ま
る
や
ま
」
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
行
事

を
企
画
・
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

天
候
を
見
な
が
ら
五
月
十
五
日
、
十
六
日
に
上
ノ
国
町

花
沢
公
園
へ
花
見
に
出
か
け
、
ま
た
、
六
月
十
八
日
か
ら

二
十
三
日
に
か
け
て
ラ
ル
ズ
マ
ー
ト
江
差
店
（
橋
本
町
）
へ

買
い
物
ツ
ア
ー
に
出
か
け
ご
利
用
者
様
に
楽
し
ん
で
頂
き
ま

し
た
。

　

姥
神
大
神
宮
渡
御
祭
宵
宮
に
は
、
源
氏
山
（
上
野
町
）、
聖

武
山
（
橋
本
町
）
が
訪
れ
、
勇
壮
華
麗
な
山
車
、
太
鼓
や
笛
、

掛
け
声
、
切
り
声
に
大
喜
び
で
し
た
。

　

十
日
の
下
町
巡
行
、
十
一
日
の
上
町
巡
行
の
見
学
に
も
行

き
、
下
町
巡
行
見
学
の
際
に
は
、
巡
行
す
る
山
車
に
飲
料
水

を
振
舞
っ
て
い
た
北
清
え
さ
し
株
式
会
社
（
代
表
取
締
役
社

長 

湯
藤 

学 

様
）
よ
り
、
ご
利
用
者
様
に
も
振
舞
っ
て
頂
き
、

喉
を
潤
し
な
が
ら
通
り
過
ぎ
る
山
車
行
列
に
見
入
っ
て
い
ま

し
た
。

　平成３０年７月２７日（金）、南が丘小学校（中山 秀悦校長）の５・６年生の皆様が、江差町赤十字奉仕
団（赤十字活動を支えるボランティア団体）の皆様と炊き出し訓練を行い、材料を切り、ハイゼックス袋（非
常用炊飯袋）に詰め、お湯の中に入れて調理をする過程を楽しみながら学びました。
　出来上がった蒸しパンや簡単ケチャップライス、かぼちゃの煮物などを皆さんで試食しました。



あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
!!

江差町老人クラブ連合会平成 30 年度功労表彰

区分 所　属　ク　ラ　ブ 氏　　　名
個人 泊老人クラブ　老笑会 大　谷　昌　司
個人 陣屋町老人クラブ　陣老会 川　村　靖　子
個人 愛宕町愛寿クラブ 新　谷　ミ　ツ
個人 愛宕町愛寿クラブ 伊　藤　恵津子
個人 五勝手五明会 中　浜　ク　ミ
個人 五勝手五明会 表　　　リ　コ
個人 五勝手五明会 田　畑　クニエ

≪敬称略≫ ≪敬称略≫

氏名・チーム名、町内会・自治会名 スコア

個
人
の
部

男
性
の
部

優 勝 金　澤　光　範 陣屋町内会 107

２ 位 大　島　弘　光 陣屋町内会 108

３ 位 中　山　　　博 泊町内会 108

女
性
の
部

優 勝 成　田　美奈子 泊町内会 98
２ 位 笹　浪　祐　子 南が丘自治会 110
３ 位 髙　橋　ひろ子 水堀町内会 119

団
体
の
部

優 勝
泊町内会チーム（中山博・成田啓一・
成田美奈子・干場芳巳）

431

２ 位
陣屋町内会チーム（金澤光範・大島弘
光・浜口利美・田畑勝徳）

445

３ 位
南が丘自治会チーム（大塚勲・渋田賢
治・青木義則・笹浪祐子）

464

江差町町内会連合会
平成 30 年度第 8 回会員交流パークゴルフ大会

成　績　表

　

江
差
姥
神
大
神
宮
渡
御
祭
曳
き
廻
し
連
絡
会
（
会
長 

萩
原 

徹
様
）

の
お
二
人
が
来
所
し
、「
ま
づ
り
ば
が
」
Ｔ
シ
ャ
ツ
二
十
枚
を
お
贈
り

頂
き
ま
し
た
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
「
ま
る
や
ま
」
ご
利
用
者
様
の
祭
り
見
学
な
ど
に
活

用
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

曳
き
廻
し
連
絡
会
は
、
江
差
姥
神
大
神
宮
渡
御
祭
を
通
じ
て
町
内
各

山
車
の
結
び
付
き
を
強
め
地
域
社
会
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
平
成
二
十
七
年
八
月
に
設
立
さ
れ
、
渡
御
祭
の
簡
易
ト
イ
レ
設
置

や
え
ぞ
だ
て
公
園
池
の
大
掃
除
な
ど
、
地
域
貢
献
に
つ
い
て
積
極
的
に

考
え
、
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

曳
き
廻
し
連
絡
会
構
成

義
公
山 

五
勝
手　
　

松
寳
丸 

陣
屋
・
海
岸
町　
　

譽
　
山 

茂
尻
町 

楠
公
山 

津
花
町　
　

豊
年
山 

姥
神
町　
　
　
　
　

蛭
子
山 

中
歌
町 

豊
榮
山 

豊
川
町　
　

源
氏
山 

上
野
町

　

株
式
会
社
ツ
ル
ハ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
（
代
表
取
締
役
社
長 

堀

川 

政
司
様
）、
ク
ラ
シ
エ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
（
代
表
取

締
役 

社
長
執
行
役
員 

岩
倉 

昌
弘

様
）
よ
り
、
社
会
貢
献
活
動
の
ひ

と
つ
と
し
て
、
北
海
道
社
会
福
祉

協
議
会
を
通
じ
て
道
内
の
社
会
福

祉
協
議
会
に
車
い
す
（
自
走
兼
介

助
用
・
背
折
れ
・
ア
ル
ミ
フ
レ
ー
ム
）

が
多
数
贈
ら
れ
、
本
会
に
も
平
成

三
十
年
三
月
二
十
九
日
、
三
台
届

き
ま
し
た
。

　

頂
い
た
車
い
す
は
、
主
に
貸
し

出
し
用
と
し
て
利
用
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

　

朝
日
生
命
保
険
相
互
会
社
道
南
支
社
江

差
出
張
所
様
よ
り
、
た
く
さ
ん
の
リ
ン
グ

プ
ル
を
頂
き
ま
し
た
。

　

北
海
道
立
江
差
高
等
看

護
学
院
の
皆
様
よ
り
、
た

く
さ
ん
の
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ

を
頂
き
ま
し
た
。



　

江
差
町
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
を
、

平
成
三
十
年
七
月
一
日
、
江
差
町
社
会

福
祉
協
議
会
に
開
設
い
た
し
ま
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
は
、高
齢
や
認
知
症
、知
的
・

精
神
障
が
い
等
に
よ
り
判
断
能
力
が
十

分
で
な
い
方
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、『
成
年
後
見

制
度
』、『
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
』

の
利
用
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域

住
民
及
び
関
係
機
関
が
協
力
し
て
こ
れ

ら
の
方
々
の
権
利
を
尊
重
し
擁
護
す
る

こ
と
に
よ
り
、
だ
れ
も
が
さ
さ
え
合
う

住
み
良
い
地
域
づ
く
り
の
実
現
を
目
指

す
も
の
で
す
。

江差町成年後見支援センター

成年後見制度
　認知症や知的・精神障がいにより日常生活の判断能力が十分でない方について、家庭裁判所に申し立てを
行い、本人を援助する者（成年後見人等）を選任し、法的な権限を与えて本人の代わりに法律行為を行うこ
とができるようにする制度で、『法廷後見』と『任意後見』があります。
　『法廷後見』は本人の判断能力の程度により、『後見』『保佐』『補助』の３つの類型に分かれます。

類　型 対　　　　　　　　　　　　象

法定後見

後　見 買い物が出来ない。家族の名前や自分の住所が分からない。植物状態にある等。

保　佐 日常的な買い物は出来るが、重要な契約行為等（不動産等の売買、自宅の増改築契約、金
銭貸借、保証）は難しい。

補　助 重要な契約行為等について、自分で出来るかもしれないが、出来るかどうかが危惧される。

任意後見
本人が十分な判断能力があるうちに、将来、判断能力が不十分な状態になった場合に備え、あらか
じめ自らが選んだ人（任意後見人）に自分の生活や財産管理に関して代理権を与る内容と方法を決
めておく制度です。

日常生活自立支援事業（北海道社会福祉協議会より一部事業受託）
　高齢や知的・精神障がいにより日常生活の判断能力に不安を抱えて在宅で生活する方に、福祉サービスの
利用手続きや生活費の管理、年金証書などの大切な書類預かりなどを「生活支援員」がお手伝いします。
　『契約』に基づきサービスが提供されるため、援助内容を理解する程度の判断能力が必要です。

①福祉サービス利用援助（基本事業）
・福祉サービスについての情報提供や利用手続きのお手伝い。
・利用している福祉サービスの苦情を解決するための手続きのお手伝い。

②日常的金銭管理サービス
・公共料金の支払いや年金受領の確認、預金からの生活費の払い戻しなど、日常的なお金の管理の

お手伝い。
③書類等の預かりサービス

・定期預金通帳や年金証書など、無くしては困る大切な書類の預かり。（保管は金融機関の貸金庫
等を利用します。）

気になることや聞きたいことがあれば気軽に連絡ください。
江差町社会福祉協議会　江差町成年後見支援センター

江差町字新栄町２６４－２　江差町老人福祉センター内　☎０１３９－５２－２４４１



いのちの電話
　いのちの電話は、深い苦しみや悩みを抱えながら誰にも相談できず、孤独のうちにある人の
良き隣人として、ともに考え、再び元気を出して生きていけるように、心の支えになることを
目的とした「電話相談」です。
　北海道には「北海道いのちの電話」「旭川いのちの電話」があり、それぞれ２４時間体制で相
談を受けています。

◎電話相談の特色
　・ 秘密は必ず守ります。　　　　　　　　 ・ お互いの宗教や思想を尊重します。
　・ 24時間いつでもかけられます。　　　　 ・ 名前を告げる必要はありません。
　・ 直接電話相談にあたるのは所定の研修を終了し、認定を受けた人々です。

北海道いのちの電話　相談電話番号  011−231−4343

　
社
会
福
祉
協
議
会
（
社
協
）
は
、

地
域
の
皆
様
や
行
政
な
ど
と
と
も

に
地
域
福
祉
の
推
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
民
間
の
社
会
福
祉

法
人
で
す
。

　
そ
の
特
性
を
生
か
し
、
活
動
や
事

業
を
行
う
た
め
に
は
、
活
動
資
金
や

事
業
資
金
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
財
源
確
保
の
一
つ
と
し
て
、

江
差
町
に
お
住
い
の
皆
様
や
団
体
・

企
業
様
に
、
本
会
の
活
動
に
賛
同
い

た
だ
け
れ
ば
、
賛
助
会
費
を
お
願
い

し
て
お
り
ま
す
。

平
成
三
十
年
度

賛
助
会
費
の
お
願
い

納付方法
　恐縮ではございますが、本会事務所
にお越し願うか、連絡を頂ければ職員
がお伺いいたします。

賛助会費の額
　賛助会費は、年度ごとにお願いしております。
　　個人世帯　年額１口　１，０００円
　　団体企業　年額１口　３，０００円

えさし社協デイサービス「まるやま」
円山 299-63
江差町在宅型総合福祉施設「まるやま」内
☎ 0139-52-0190

デイサービス「まるやま」は体験利用ができます‼
・介護認定 ( 要支援１～要介護５) を受けていることが
  必要です。
・昼食代 600 円は自己負担となります。
・詳しくは左記まで連絡してください。

　

江
差
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
新
栄
町
）
ロ
ビ
ー
で
、

利
用
者
の
手
芸
製
品
の
展
示
販
売
と
衣
料
品
の
バ
ザ
ー

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、是
非
、足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
小
物
づ
く
り
を
教
え
て
く
れ
る

方
や
話
し
相
手
に
な
っ
て
く
れ
る
方
、
製
品
を
見
た
い

方
、
買
い
た
い
方
な
ど
是
非
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

連
絡
先　

☎
五
二
―
六
〇
〇
一　

荒
木

江差町地域活動センター　NPO 法人あゆみ共同作業所

　手芸製品等は常時展示しています。（写真上）
　平成３０年７月３日、江差町文化会館で開催のス
ポーツ大会に参加しました。（写真左）



愛　情　銀　行

氏　　　　　　　名 預　託　金　品 預託年月日 備　　　　　　　　考
㈱道南土木 エコキャップ、リングプル 　多数 H30. 3.22
美・りーど美容室 エコキャップ、リングプル、使用済み切手　多数 H30. 3.26
江差健康友の会　会長　片石 久美子 エコキャップ　　　　　多数 H30. 3.27
江差手話の会 使用済み切手　　　　　多数 H30. 4.12
匿　名 エコキャップ　　　　　多数 H30. 4.16
檜山振興局売店 職員一同 エコキャップ、使用済み切手　多数 H30. 4.19
江差健康友の会 エコキャップ　　　　　多数 H30. 5. 2
㈲江差清掃 エコキャップ　　　　　多数 H30. 5.17
㈱道南土木 エコキャップ、リングプル 　多数 H30. 5.31
㈲江差清掃 エコキャップ、リングプル 　多数 H30. 6. 4
匿　名 エコキャップ　　　　　多数 H30. 6.13
㈲江差清掃 エコキャップ、リングプル 　多数 H30. 7. 2
朝日生命保険相互会社道南支社江差出張所 リングプル 　　　　  　多数 H30. 7. 6
第一生命保険㈱江差営業オフィス秋野厚子 エコキャップ　　　　　多数 H30. 7.10
松村　春恵 エコキャップ　　　　　多数 H30. 7.12
茂尻町子供会 エコキャップ、リングプル 　多数 H30. 7.18
江差健康友の会　会長　片石 久美子 エコキャップ　　　　　多数 H30. 7.18
かあちゃん食堂たまりば エコキャップ　　　　　多数 H30. 7.18
阿弥陀寺 エコキャップ、リングプル 　多数 H30. 7.19
匿　名 エコキャップ　　　　　多数 H30. 7.28
江差姥神大神宮渡御祭曳き廻し連絡会
会長 萩原　徹 「まづりばが」Tシャツ  20枚 H30. 8. 3

㈲岩崎商会本店 使用済み切手　　　　　多数 H30. 8. 3
江差公明党女性局 エコキャップ、リングプル 　多数 H30. 8. 4

この広報紙は赤い羽根共同募金の配分を受けて発行しています

江差町社会福祉協議会には、江差町共同募金委員会・江差町町内会連合会・江差町老人クラブ連合会・
江差町高齢者事業団の事務局があります。
ご用の際は 52−5588 又は 52−2441（高齢者事業団は 52−5020）へ連絡ください。

本会では、車いす、行事用テントを無料で貸し出しています。

　車いすは、必要となる方の外出や旅行、福祉教育や研修などにご活用ください。貸出期間は
１ヶ月以内とし、本会事務所での貸出、返却といたします。
　行事用テントは、町内会のイベントなどにご活用ください。貸出、返却は車いすと同じく本
会事務所となります。尚、濡れた場合は乾いてから返却してください。

愛情銀行にお寄せいただいた皆様のご厚志に心から感謝申し上げます。
なお、大変恐縮ではございますが敬称を省略させていただきます。

自　平成30年３月16日
至　平成30年８月５日

　使用済切手、書き損じはがき、リングプル、ベルマーク、リサイクル用衣類、エコキャップ（ペットボトル等のキャッ
プ）の収集活動を行っています。収集する場合は、収集する物品ごとに分けて収集するようお願いいたします。特に、
エコキャップとリングプルを一緒の袋などに入れると、エコキャップにリングプルがはまり分別整理に時間がかかり
ますので別々にするようお願いいたします。また、エコキャップにつきましては、値札やキャンペーンシールをはがし、
汚れのひどいものは洗浄してください。汚れがひどいものは収集団体に受け取ってもらえませんのでお手数をお掛け
しますがよろしくお願いします。
　使用済み切手は、切手の周りに１cm 程の余裕をもって切り取ってください。また、ハガキに印刷されている切
手は収集の対象ではありません。
　本会で収集した物品につきましては、それぞれ収集団体へ送付し活用してもらっています。現在、使用済みプリ
ペイドカード ( テレホンカード等 ) の収集団体について確認できませんので、預託は受けておりません。


